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資料１－１

老朽改善整備の中長期的な試算について（附属病院を除く）
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（現行 5か年計画策定時の推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 22 長期的な老朽施設の改善計画 

※大学附属病院を除く。 

※保有面積は平成 22 年度以降変化しないと仮定。 

一度老朽改善整備を実施した施設も、25 年後には再度改善が必要なものと想定。 

※老朽施設には、一部改修済の施設を含む。 

【老朽改善をまったく行わない場合】 → 25 年後にはすべて老朽状態 

【年間 80 万㎡の老朽改善を行う場合】 → 15 年程度で、特に老朽化が著しい施設を改善 



現行５か年計画を踏まえた老朽施設の改善計画の検討
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・試算の一例

年間の整備量
当初予算平均
（２２万㎡程度）

当初、補正予算平均
（５５万㎡程度）

３期５か年計画水準
※

（８０万㎡程度）

改修・改築の割合 400億円程度 1,000億円程度 1,400～1,700億円程度

Case1-1 Case1-2 Case1-3

Case2-1 Case2-2 Case2-3

Case3-1 Case3-2 Case3-3

Case4-1 Case4-2 Case4-3

※第３次５か年計画では、１５年後に整備後３０年を迎える建物を計画的に整備できる水準として、年間８０万㎡としていた。

注２）整備需要発生条件（構造設計時期に応じた改築計画）
　旧々耐震：５０年１／２、７５年全て
　旧耐震：５０年１／３、７５年全て
　新耐震：７５年１／３、１００年２／３、１２５年全て

注１）上記の試算は、H26.5.1時点で保有している建物（附属病院を除き）約２，４００万㎡を対象として行っている。

　Case4：改修、改築サイクルを踏まえた割合
　　　　　　　（改修（25年、50年）、改築（75年）を２：１）

　Case3：改修、改築サイクルを踏まえた割合
　　　　　　　（改修（25年、50年、75年）、改築（100年）を３：１）

老朽改善整備の中長期的な試算について（附属病院を除く）

　Case1：全ての建物について改修のみで対応

　Case2：現行の整備実績
　　　　　　　（改修、改築を９：１）
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○Case1-1（改修のみ、22万㎡（１．８兆円）） ○Case1-2（改修のみ、55万㎡（４．４兆円）） ○Case1-3（改修のみ、80万㎡（５．７兆円））

○Case2-1（改修：改築＝９：１、22万㎡（２．０兆円）） ○Case2-2（改修：改築＝９：１、55万㎡（４．９兆円）） ○Case2-3（改修：改築＝９：１、80万㎡（７．１兆円））

○Case3-1（改修：改築＝３：１、22万㎡（２．２兆円）） ○Case3-2（改修：改築＝３：１、55万㎡（５．５兆円）） ○Case3-3（改修：改築＝３：１、80万㎡（７．８兆円））

○Case4-1（改修：改築＝２：１、22万㎡（２．４兆円）） ○Case4-2（改修：改築＝２：１、55万㎡（５．９兆円）） ○Case4-3（改修：改築＝２：１、80万㎡（７．９兆円））

○　試算例
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現５か年計画の平

準化目標年度

推計上の平

準化年度

２年ほど遅延

実質的な改修改築割合は、９：１～８：２

実質的な改修改築割合は、９：１～８：２

改修・改築・健全建物の推移グラフ
改築の必要な建物 改修の必要な建物 改築後健全面積
改修後健全面積 既存健全建物 改修対象建物経過年数
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　　Case2-3（＠80万㎡/年）
現5か年計画の積み残し
（＠15万㎡/年）

（参考１）全ての建物を25年で改修、50年で改築を行った場合。

　現行５か年計画では１５年後に経年３０年程度の建物を計画的に整備可能となるものとしていた。現時点で、約１５０万㎡
の計画の遅れが生じており、現５か年計画で掲げた１５年後の平準化目標を達成するため、残りの１０年間で解消を図る。
なお、試算は、Case2-3をベースに行う。

（参考２）現５か年計画の積み残しを解消

　既存の老朽化した施設と今後10年間で新たに生じる老朽化した施設を合わせて10年間で解消し、その後は、発生した需
要をその都度対応するものとして推計を行った。
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国立大学法人等の老朽施設の改善に関する費用等に関する調査 

 

 

１． 調査目的 

中長期的な達成目標を設定するための根拠資料とするため、国立大学法

人等の保有する建物について、改修・改築に係る中長期的に必要となる費

用を試算。 

            

２． 調査方法 

実態報告の最新データ（H26.5.1 現在）に基づき、次に定める諸条件に

より試算。 

試算条件の見直しができるシステムを含めて委託事業とする。 

 

３． 試算に関する諸条件 

① 試算期間：2015 年～（51 年間） 

② 「条件設定一覧」よる。 

費用を平準化するため、年当たりの改修・改築面積等に上限を設ける。 

③ 次の試算条件の見直しが可能とする。 

・改修及び改築面積の割合 

・改修及び改築実施条件の「面積」、「単価」及び「総額」 

・試算期間 

・改修・改築需要の周期 

 

４． 試算結果の表示 

次の項目について 2016～2065 年までの 50 年間をグラフ等により表示。 

① 既存健全建物、②改修後健全面積、③改築後健全面積 

④ 改修の必要な建物、⑤改築の必要な建物 

 

５． 委託事業の工程 

平成 26 年 11 月  契 約 

12 月末 委託事業の完了  

 

（参考資料） 


